
　
　
　
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ラ
バ
ー
ジ
（
神
経
生
理
学
者
）

　
　
自
分
は
ず
う
っ
と
落
ち
て
い
く
雪
の
よ
う

　
な
も
の
で
、
最
後
に
海
に
ポ
チ
ャ
ン
と
と
け

　
て
自
分
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、

　
最
後
に
自
分
は
海
だ
っ
た
と
思
い
出
す
。

　
私
た
ち
人
間
は
、
地
球
上
の
生
物
の
中
で
唯
一

「
死
」
と
い
う
概
念
を
持
つ
存
在
で
す
。
古
く
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
埋
葬
の
遺
跡
か
ら
は
、
彼
ら
の
化

石
と
と
も
に
、
花
の
花
粉
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
埋

葬
の
際
に
花
が
手
向
け
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
自
ら
の
死

に
つ
い
て
思
い
、
身
近
な
存
在
の
死
を
悼
み
、
追
慕

す
る
行
為
は
古
く
か
ら
営
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、人
間
は
、死
で
終
わ
ら
な
い
物
語
を
「
宗
教
」

を
営
む
こ
と
で
つ
む
い
で
き
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
、

ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
は
死
後
の
世
界
観
を
つ
く

り
あ
げ
、
ま
た
、
死
後
の
救
済
を
説
き
ま
し
た
。
仏

教
も
ま
た
同
様
で
す
。
お
釈
迦
さ
ま
は
直
接
死
後
の

世
界
に
つ
い
て
言
及
な
さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ

平成 30 年 12 月 28 日（金）発行

ン
ド
に
古
代
か
ら
あ
っ
た
「
輪
廻
」　
（
死
後
の
生
ま

れ
変
わ
り
）
を
否
定
せ
ず
、
そ
こ
か
ら
の
解
脱
を
目

指
し
ま
し
た
。
後
代
の
仏
教
僧
は
、「
西
方
極
楽
浄
土
」

（
阿
弥
陀
如
来
が
主
宰
）、「
東
方
瑠
璃
光
浄
土
」（
薬

師
如
来
が
主
宰
）
の
存
在
を
説
き
、
人
々
に
そ
こ
へ

の
往
生
を
勧
め
ま
し
た
。
私
た
ち
曹
洞
宗
も
ま
た
、

葬
儀
に
お
い
て
亡
く
な
っ
た
方
に
仏
さ
ま
の
戒
を
お

授
け
し
て
仏
弟
子
と
し
、
引
導
作
法
を
行
っ
て
、
お

釈
迦
さ
ま
が
お
わ
す
仏
国
土
（
み
ほ
と
け
の
世
界
）

に
お
渡
し
し
、
死
後
の
安
寧
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
お
話
を
し
ま
す
と
、「
お
正
月
か
ら

縁
起
が
悪
い…

」
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
一
休
禅
師
が
「
門
松
は
冥
途
の
旅
の
一
里

塚 

め
で
た
く
も
あ
り 

め
で
た
く
も
な
し
」
と
詠
ん

だ
よ
う
に
、
心
あ
ら
た
に
自
身
の
人
生
に
向
き
合
う

「
正
月
」
に
、あ
ら
た
め
て
世
の
無
常
を
見
つ
め
、日
々

の
生
き
方
を
省
み
る
こ
と
は
、
な
に
よ
り
貴
重
な
時

間
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
。　

　
確
か
に
、「
死
」
は
私
た
ち
の
日
常
を
断
絶
し
、

ま
た
、
大
切
な
方
と
の
関
係
を
も
断
絶
す
る
、
大
変

不
条
理
な
も
の
で
あ
り
、
で
き
る
な
ら
ば
避
け
た
い

も
の
で
す
。
し
か
し
、
果
た
し
て
全
て
の
関
係
を
断

絶
す
る
、
た
だ
不
条
理
で
、
非
情
な
も
の
と
言
い
切

名
句
・
名
言
に
学
ぶ

　
「
大
畑
ま
ち
ゼ
ミ
の
会
」（
会
長
：
越
後
林
達
也
）

主
催
の
「
第
五
回
大
畑
ま
ち
ゼ
ミ
」
が
平
成
三

十
一
年
二
月
十
一
日（
月
）〜
三
月
十
七
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
大
安
寺
で
は
「
心
や
す
ら
ぐ
イ
ス
坐
禅
体
験

〜
気
軽
に
で
き
る
坐
禅
入
門
＆
行
茶
体
験
」、「
禅

語
・
端
坐
と
お
茶
席
体
験
〜
禅
に
ふ
れ
、お
点
前
・

い
た
だ
き
方
を
学
ぶ
」（
大
安
寺
茶
友
会
の
皆
さ

ん
と
の
コ
ラ
ボ
講
座
）、「
レ
ッ
ツ
！
お
寺de

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
〜
サ
ク
ソ
フ
ォ
ー
ン
と
お
寺
の

楽
器
で
合
奏
し
よ
う
！
」（
ス
ー
パ
ー
エ
チ
ゴ
ヤ

さ
ん
と
の
コ
ラ
ボ
講
座
）
の
三
講
座
で
参
加
し

ま
す
。
そ
の
他
、
む
つ
市
大
畑
地
区
を
会
場
に

多
彩
な
講
座
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に

つ
い
て
は
、
一
月
下
旬
に
「
広
報
む
つ
」
に
折

り
込
ま
れ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆「
月
例
写
経
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

一
月
二
十
日（
日
）、二
月
二
十
四
日（
日
）、

三
月
二
十
四
日（
日
）　
午
後
一
時
〜
三
時

内
容―

ミ
ニ
法
話
〜
写
経
〜
法
座（
茶
話
会　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

五
百
円　

※

椅
子
席
あ
り
。

◆「
黄
昏
坐
禅
会
」（
予
約
不
要
）

日
時―

一
月
十
二
日（
土
）、二
月
九
日（
土
）、

午
後
三
時
半
〜
五
時　

※

坐
禅
指
導
希
望
の
方
は
午
後
三
時
集
合

内
容―

禅
語
紹
介
〜
坐
禅
〜
法
座（
茶
話
会　
参
加
自
由
）

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

無
料　
備
考―

椅
子
坐
禅
可
能

服
装―

動
き
や
す
い
服
装
で
。（
ス
カ
ー
ト・ジ
ー
ン
ズ
不
可
）

（
平
成
三
十
一
年
一
月
〜
三
月
）

■
一
月
一
日（
元
旦
）午
前
０
時
〜

「
元
朝
大
般
若
祈
祷
」（
本
堂
）・「
除
夜
の
鐘
」（
鐘
楼
堂
）

■
三
月
十
五
日（
金
）午
前
十
一
時
〜「
涅
槃
会
法
要
」（
本
堂
）

■
三
月
二
十
一
日（
春
分
の
日
）午
前
十
一
時
〜

「
春
季
彼
岸
会
法
要
」（
本
堂
）

※

同
日
午
後
二
時
よ
り
、永
代
供
養
墓
苑
合
同
供
養
祭
を
行
い
ま
す
。

（
平
成
三
十
一
年
一
月
〜
三
月
）

　
年
末
恒
例
の
「
今
年
の
漢
字
」
は
「
災
」
で
し
た
。
北
海
道
や
大
阪

の
地
震
や
、
西
日
本
の
豪
雨
な
ど
を
通
じ
て
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
来
年

こ
そ
は「
災
い
転
じ
て
福
と
な
す
」年
と
し
た
い
も
の
で
す
。（
副
住
職
）

平
成
三
十
一
年
三
月
中
旬
に
発
行
予
定
で
す
。

◆「
写
仏
喫
茶
」（
予
約
不
要
）

日
時―

三
月
十
七
日（
日
）午
後
三
時
〜
五
時

内
容―

説
明
〜
写
仏
〜
喫
茶
タ
イ
ム

場
所―

中
広
間　
参
加
費―

三
百
円（
飲
み
物
代
含
む
）

※

仏
さ
ま
の
お
姿
が
描
か
れ
た
見
本
を
筆
ペ
ン
で
な
ぞ
り
書
き
し
ま
す
。

※

写
仏
終
了
後
は
、別
室
で
思
い
思
い
に
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

仏
さ
ま
や
仏
教
に
つ
い
て
語
ら
い
ま
す
。

「
第
五
回
大
畑
ま
ち
ゼ
ミ
」
に
参
加
し
ま
す
。
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平
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年

平
成
二
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年
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年
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年
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平
成
九
年

平
成
五
年

昭
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六
十
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年
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昭
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五
十
二
年

昭
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四
十
八
年

昭
和
四
十
五
年

大
正
九
年

一
周
忌

三
回
忌

七
回
忌

十
三
回
忌

十
七
回
忌

二
十
三
回
忌

二
十
七
回
忌

三
十
三
回
忌

三
十
七
回
忌

四
十
三
回
忌

四
十
七
回
忌

五
十
回
忌

百
回
忌

平
成
三
十
一
年
　
年
回
表（
法
事
早
見
表
）

【
当
寺
の
法
事
の
際
に
ご

用
意
い
た
だ
く
も
の
】

①
御
位
牌

※

仮
位
牌
は
、忌
明
け
（
三

十
五
日
も
し
く
は
四
十
九

日
）
法
要
後
に
、
本
位
牌

（
当
寺
で
の
揮
毫
を
ご
希

望
の
方
は
、
事
前
に
お
届

け
く
だ
さ
い
）
と
交
換
い

た
し
ま
す
。

②
本
堂
に
お
供
え
す
る
御

供
物
（
あ
げ
も
の
）
少
々

（
菓
子
・
果
物
な
ど
）

※

可
能
で
あ
れ
ば
前
日
ま

で
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。

当
日
に
な
る
場
合
は
、
法

事
開
始
十
分
前
ま
で
に
御

持
参
く
だ
さ
い
。

③
御
布
施
・
塔
婆
料

☆
引
き
続
き
墓
参
を
さ
れ

る
場
合
は
、
線
香
・
ろ
う

そ
く
・
供
物
・
花
・
洗
米
（
あ

ら
れ
）
な
ど
も
御
持
参
く

だ
さ
い
。

行
事
予
告

fi

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
人
間
は
そ
も
そ
も
、
全
て
が
関
わ
り
合
っ

て
生
じ
て
滅
す
る
「
縁
起
」
の
世
界
に
、様
々

な
条
件
の
関
わ
り
の
中
で
「
い
の
ち
の
根
源
」

か
ら
生
じ
、
成
長
し
、
老
い
、
病
を
か
か
え
、

死
ぬ
こ
と
を
定
め
と
す
る
存
在
で
す
。
仏
教
、

と
り
わ
け
曹
洞
宗
を
は
じ
め
と
す
る
禅
宗
で

は
、
そ
の
「
い
の
ち
の
根
源
」
を
「
仏
国
土
」

と
呼
び
、
そ
こ
に
帰
る
の
が
私
た
ち
仏
教
徒

の
死
後
の
あ
り
方
と
す
る
の
で
す
。
そ
の
証

と
し
て
、
新
た
に
亡
く
な
っ
た
方
の
御
位
牌

に
「
新
帰
元
」
と
揮
毫
し
て
い
ま
す
。

　
無
論
、
こ
の
死
後
の
世
界
観
は
、
誰
か
に

強
制
さ
れ
る
も
の
で
も
な
く
、
本
来
自
身
で

選
び
と
る
も
の
で
す
。
死
後
を
「
無
」
と
と

ら
え
る
の
も
、
そ
の
方
の
生
き
方
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
死
後
の
自
身
を
全
て
委
ね
る
こ
と

が
で
き
る
「
死
で
終
わ
ら
な
い
物
語
」
を
持

つ
こ
と
で
、
死
を
受
容
し
、
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　
か
く
い
う
私
自
身
に
と
っ
て
も
、
死
は
恐

怖
で
あ
り
、忌
避
し
た
い
も
の
で
す
。し
か
し
、

冒
頭
の
こ
と
ば
に
登
場
す
る
「
海
」
を
「
い

の
ち
の
根
源
＝
仏
国
土
」
と
と
ら
え
る
こ
と

に
よ
り
、「
死
＝
い
の
ち
の
循
環
」
と
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
雪
の
結
晶
の
よ
う

に
、
自
身
の
人
生
を
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
か
せ
て

人
を
喜
ば
せ
、
死
を
厭
わ
ず
、
悠
然
と
し
て

そ
の
時
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。（
副
住
職
）


